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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成24年10月18日(2012.10.18)

【公表番号】特表2012-514983(P2012-514983A)
【公表日】平成24年7月5日(2012.7.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-026
【出願番号】特願2011-545540(P2011-545540)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   5/073    (2010.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   5/00    ２０２Ｂ
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０２　
   Ａ６１Ｋ  35/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  35/14    　　　Ｚ
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｌ  27/00    　　　Ｖ
   Ａ６１Ｌ  27/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月29日(2012.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の割球様幹細胞（ＢＬＳＣｓ）を得る、
　レチノイン酸（ＲＡ）または形質転換成長因子β（ＴＧＦ－β）を含む培地中で前記Ｂ
ＬＳＣｓを培養する、および
　培養細胞から多能性または全能性細胞を同定し、濃縮することを含み、
　この際前記多能性または全能性細胞はＧＡＤＰＨまたはβ－アクチンのｍＲＮＡを発現
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させる、多能性または全能性細胞集団の作製方法。
【請求項２】
　前記多能性または全能性細胞は、サイズが１～１５μｍである、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記培地は０．１～２０μＭのＲＡを含み、前記ＢＬＳＣｓは２～８週間培養される、
請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記培地は１～１５μＭのＲＡを含み、前記ＢＬＳＣｓは２～８週間培養される、請求
項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記培地は５～１２μＭのＲＡを含み、前記ＢＬＳＣｓは３～４週間培養される、請求
項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記多能性または全能性細胞は、サイズが１～１５μｍであり、懸濁中でシート様構造
を形成する、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記培地が１～４０ｎＭのＴＧＦ－βを含み、前記ＢＬＳＣｓは２～８週間培養される
、請求項１または２に記載の方法。
【請求項８】
　前記培地が２～２０ｎＭのＴＧＦ－βを含み、前記ＢＬＳＣｓは２～８週間培養される
、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記培地が５～１２ｎＭのＴＧＦ－βを含み、前記ＢＬＳＣｓは４～６週間培養される
、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記多能性または全能性細胞は、サイズが１～１５μｍであり、円形であり、集合体を
形成する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　（１）多能性または全能性であり、（２）サイズが１～１５μｍであり、（３）ＧＡＤ
ＰＨまたはβ－アクチンのｍＲＮＡを発現させる培養細胞を複数含む組成物。
【請求項１２】
　前記組成物がレチノイン酸（ＲＡ）または形質転換成長因子β（ＴＧＦ－β）をさらに
含む、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　第一の細胞集団がＣＤ６６ｅ＋である、請求項１１または１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記細胞が組み換え核酸を含む、請求項１１～１３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記組み換え核酸はポリペプチドをコードし、前記細胞はポリペプチドをコードするｍ
ＲＮＡを含む、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記細胞が請求項１～１０のいずれか１項に記載の方法によって作製される、請求項１
１に記載の組成物。
【請求項１７】
　第二の細胞集団がＣＤ６６ｅ－である、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記細胞がβ２－ミクログロブリン遺伝子を発現しない、請求項１１～１７のいずれか
１項に記載の組成物。
【請求項１９】
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　前記細胞が、細胞に対する抗原抗体反応を介するＴリンパ球を誘発するクラスＩ主要組
織適合遺伝子複合体（ＭＨＣ）遺伝子によってコードされる一以上のタンパク質を発現し
ない、請求項１１～１８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記細胞が、ＣＤｌ０＋、ＣＤ９０＋、ＣＤ１０５＋、およびＣＸＣＲ４＋である、請
求項１１～１９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記細胞が、トリパンブルー染色陰性である、請求項１１～２０のいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項２２】
　（１）多能性または全能性であり、（２）サイズが１～１５μｍであり、（３）ＧＡＤ
ＰＨまたはβ－アクチンのｍＲＮＡを発現させる培養細胞を複数含む、変性疾患の治療の
ための組成物。
【請求項２３】
　前記組成物における各細胞は、組み換え核酸を含む、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記組み換え核酸がポリペプチドをコードし、前記細胞がポリペプチドをコードするｍ
ＲＮＡを含む、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記変性疾患が、糖尿病、神経変性疾患、関節炎、またはガンである、請求項２４に記
載の組成物。
【請求項２６】
　前記神経変性疾患がパーキンソン病である、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２７】
　（１）多能性または全能性であり、（２）サイズが１～１５μｍであり、（３）ＧＡＤ
ＰＨまたはβ－アクチンのｍＲＮＡを発現させる培養細胞を複数含む、自己免疫疾患の治
療のための組成物。
【請求項２８】
　請求項１１～２１のいずれか１項に記載の組成物と試験化合物とを接触させる、および
　変性疾患において下方制御されるポリペプチドの発現レベルを定量する、ことを含み、
　この際、試験化合物の存在下での発現レベルが、前記化合物非存在下のレベルよりも高
い場合には、前記化合物が前記疾患の治療を目的とする候補であることを示す、変性疾患
を治療するための薬物候補を同定するための方法。
【請求項２９】
　前記変性疾患が、糖尿病、神経変性疾患、関節炎、ガン、または自己免疫疾患である、
請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　請求項１１～２１のいずれか１項に記載の組成物を複数含む、セルバンク。
【請求項３１】
　前記細胞がヒト細胞である、請求項３０に記載のセルバンク。
【請求項３２】
　複数の割球様幹細胞集団を得るために、複数の対象からの細胞をそれぞれ培養する、
　少なくとも一の所定の特性を各々に対して得るために前記細胞集団の特性を明らかにす
る、および
　少なくとも一の所定の特性によって前記細胞集団の各々を分類する、請求項３０または
３１に記載の細胞バンクの製造方法。
【請求項３３】
　さらに前記細胞集団を拡大することを含む、請求項３２に記載の方法。
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